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考えられる.
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悠久の閤

Ⅰ. 一 般 演 題

1)細胞形質からみた乳頭部腫轟 の 生 物 学 的 悪

性度と K-ras変異
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山口 敏和 (晶笈 義 川 越 臨 床)

渡辺 英伸 ･山野 -A,紀
丸田 和義 (新潟大学第-病理)

若井 俊文 8横山 直行 ( 同 第-外科)

(目的)汰-rascodoll12変異は乳頭部腫癌のま9-35

%に認められ,鹿療発生の早期から関与すると考えられ

ている.また乳頭部腰痛は,細胞形質から腺型と弊胆道

型と払子粘液形質からシアロ塾とスルホ塑とに分顕され

ともに前著が後者より予後良好とされている.泰研究の

目的は乳頭部鷹揚の K-ras変異と細胞形質,粘液形質

との相関を検討 し 乳頭都塵癖における K-ras変異,

細胞形鼠 粘液形質が予後因子として有用であるかを検

討することにある.(方法)材料としてホルマ リン固定

-パラフィン包埋外科切除例で乳頭部腺腰4例と乳頭部

癌44例を周い予乳頭部腰痛の細胞形質は勝塾 (即bletcell

または pane血 eelH斗))と輝胆道墾 (酢bletc測 ,paneth

ceiiともに (-))とに,粘液形質は HiD-AB染色を

用い,シアロ型 (HⅡ)<AB)とスルホ型 (HⅡ)≧AB)ど

に分額 した.K-ras変異の検索には Microdissectionに

より DNA を抽出 し,NestedPCR-RFLP法を伺い,

K-㌃ascodom12変巣の有無を検索 Lた.悪性度の評健

としては,組織学的予後因子 いノンパ管浸潤,静脈浸潤,

神経 (周囲)浸潤, uソバ節転移)を検索 した,(結果)

乳頭部腫癌の K-ras変異率は逢0% (19/48)で,細胞

形質別では腺型で21% (3/14),輝胆道型で禎7% (16/3弟

と鰐胆道型に高い傾向が認められた.さらに豚胆道型腫

癌の K-TaS変翼率を粘液形質別にみるとスルホ塾で26

% (5/21)に対 し シアロ型で85% (ll/13)であった

(p<0.01).腰痛の組織学的予後因子と K-TaS変異の

有無や粘液形質との間に相関は認められなかったが,腸

型腫轟は搾胆適塾腫轟より組織学的予後因子陽性率が低

値であった.(総括)乳頭部腫癌の K-rascodon12変

異の有無は,鰐胆道上皮のシア可 ヒとの関連が深いと考

えられた,乳頭都度癌における細胞形質は予後因子とし

て有用であると推測された.

2)食道癌 におけ る p53遺伝子変異の intra-

tumorheterで昭eneity について

桑原 史郎 ･伊達 和俊
高久 秀哉 書畠山 勝義 (新潟大学第---外科)

味間 洋- ･渡辺 英伸 ( 同 第-病理)

岩松 宏 ( 同 第三内科)

E背景 中田的】p53遺伝子変異はヒトの痛の多くで認

められる.従来の p53の研究は多数の症例間での比較

検討,もしくは同-症例の黍複癌での比較検討が主体で

あり同-腰癌内での heterogeneityについての検討は

ほとんど行われていない.本研究の目的は同一感轟内の

粘膜癌部と浸潤部において,p53の変異に hetero酢ne廟

が存在するのか,もし存在するのならばどのように分布

しているのかを明らかにすることである.【材料 さ方法】

食道癌手術材料8症例,10病変のホルマ リン固定,パラ

フィン包埋切片を材料とし 顧教鏡下に同一鹿腐肉の粘

幌霞瓢 浸潤部よりDNA を抽出し円:双directsequence

法にて p53の Exom5-8の塩基配列を練意 した.【結

果】 8症例10病変80領域を解析 した.3病変の粘膜癌部

に hetero琶eneityを認めたが浸潤部では均-となり粘

膜癌部の変異の 1つと同 じ変異であった.E結語】粘膜

部では種々の変異を有するタロ-ソが存在 しその中の浸

潤能力を得たものが cionalselectionを受けて浸潤 し

ていくことが示唆された.


